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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　寄託番号ＫＣＣＭ１１０８６Ｐで示される新菌株アギタケ(Pleurotus eryngii var. fe
rulae）。
【請求項２】
　請求項１の菌株から形成されたアギタケ子実体。
【請求項３】
　前記子実体の傘の表面が唐皮模様の染みを持つことを特徴とする、請求項２に記載のア
ギタケ子実体。
【請求項４】
　培地製造段階、培地殺菌段階、種菌接種段階、培養段階、菌掻き段階、発茸段階および
茸生育段階を含み、前記種菌接種段階の種菌が寄託番号ＫＣＣＭ１１０８６Ｐで示される
新菌株アギタケ(Pleurotus eryngii var. ferulae）であることを特徴とする、アギタケ
栽培方法。
【請求項５】
　前記茸生育段階の生育適正温度は１１～１４℃に維持することを特徴とする、請求項４
に記載のアギタケ栽培方法。
【請求項６】
　前記子実体の組織が、長さ方向の繊維質で構成されていて細かな筋に分けられることを
特徴とする、請求項２に記載のアギタケ子実体。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規なアギタケ（ＫＡＣＣ９３０８５Ｐ）菌株、その菌株の栽培によって得
られる子実体、およびその栽培方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　アギタケは、エリンギの変種(Pleurotus Eryngii var. ferulae)または担子菌類のヒラ
タケ科ヒラタケ属の独立した種として分類され（ている種であって）体系上の論難となっ
ている種でるが、乾燥地帯である中国新彊地方の植物「阿魏（アギ）」に発生するため、
阿魏茸と呼ばれるようになった。アギタケは、分布地域からみて、主に南欧、チェコスロ
バキア、ハンガリー、フランス、北アフリカ、中央アジア、南ロシア、北アメリカ等の草
原地帯および亜熱帯性気候に自生し、乾燥したステップ気候を好む典型的な草原型腐生菌
である（Ｋｉｍ等、２００７）。アギタケは、日本では白霊茸、または白雪（のようなも
ので）に似ているという意味で雪割茸とも呼ばれており、中国では阿魏側耳、阿魏こ、ま
たは白霊ことも呼ばれているが、形態的に似たアワビタケ(Pleurotus nebrodensis)と混
用されて命名されることもある。アギタケは、傘が白い変種も存在し、形がエリンギに似
ていると知られている。アギタケは、１９５８年からインド、フランス、ドイツなどで人
工栽培に関する研究が開始され、１９５８年にＫａｌｍｅｒが最初に人工栽培に成功した
とされており、１９８３年に中国で鋸屑、綿実殻、ふすまを混ぜて人工栽培に成功したと
されており、１９９０年には単胞子交雑により優れた菌株を確保して中国の福建省、新彊
省などで広範囲に使用されており（Ｌｅｅ Ｄｏｎｇ Ｈｅｅ、２００５）、世界的に年間
１０００トン程度少量生産されているキノコである（Ｈｏｎｇ Ｇｉ Ｈｙｕｎｇ、２００
４）。アギタケは、他のキノコに比べて形が美しく、香味が豊富で食用価値が高いうえ、
抗腫瘍および血糖降下作用をするものと知られている（Ｈｏｎｇなど、２００４）。また
、アギタケは、胃障害および腎臓障害を緩和させるうえ、咳を（止めさせ）抑え、炎症を
取り除き婦人科系（除去して産婦人科）の病気を防止する医薬的効能も知られている（Ｋ
ｉｍ Ｄａｅ Ｓｈｉｋ、２００２）。この他にも、アギタケは、食餌繊維、アミノ酸およ
びその他のビタミンなどを多量含有しており、健康食品および機能性薬用茸としての価値
が高い。最近、日本では、食用茸として人気を集め生産が急速に増加しており、アギタケ
に関して盛んに研究が行われているが、未だに商品化されて販売されていない。アギタケ
が日本と韓国で未だに量産されていない最も大きな理由は、肉質（物性）が弱く、茎が非
常に肥大しており、傘の厚さが薄く、形がロート状になっているため収穫および包装過程
で多くの問題点があり、何よりも消費者が好む商品的価値の面で非常に劣るためである。
【０００３】
　ヒラタケ(Pleurotus sp.)は、昔から各種広葉樹の枯れ木に発生した（する）ものを採
取して食用として使ってきたが、近年では相当量を人工栽培している。人工栽培の増加に
伴い、様々なキノコの新菌株が特許を受けている。例えば、特許文献１に開示された新規
な褐色エノキタケ、特許文献２に開示されたトレハロース含量の高い新規なエノキタケ、
特許文献３に開示された抗酸化活性を有するメシマコブ(Phellinus linteus)菌株などが
ある。
【０００４】
　一方、アギタケに関し、特許文献４にはヒラタケ属の新菌株「デワンソンイＫ９」とそ
の栽培方法が開示されているが、この特許文献４の場合は、菌株を栽培用培地に接種して
から発茸までの期間が８２日であり、栽培日数が本特許に比べて２倍以上長く、栽培され
たキノコが非常に肥大しており、その傘と柄が奇妙な形をしているため商品性が非常に劣
るため、未だに生産および販売されていない。また、国立種子管理所に２００７年に生産
・販売を申告された導入品種は、２００３年に中国から導入して瓶栽培に適用したが、キ
ノコの子実体が非常に大きく、傘は柄の長さの１／２程度に相当する大きさでロート状の
扁円形である。前記菌株は、中国では袋栽培が普遍化されているため、瓶栽培には適しな
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い導入品種である。これも、商品性が劣るため、未だに栽培および生産されていない実情
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】韓国特許登録第０５２３９４２号
【特許文献２】韓国特許登録第０４１１２３９号
【特許文献３】韓国特許登録第０３３１４９７号
【特許文献４】韓国特許登録第０４０３４１１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
そこで、本発明者は、かかる問題点を解決するために、単胞子交配育種によって、瓶栽培
に適した新規なアギタケを選び出し、本発明を完成するに至った。
【０００７】
　本発明の目的は、従来のヒラタケに比べて栽培期間が短く、味、形ともに優れて商品性
が高く、瓶栽培が可能な新規のアギタケを提供することにある。
【０００８】
　本発明の他の目的は、前記アギタケの子実体、および前記アギタケの最適生産のための
栽培方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明は、第１様態として、新規なアギタケ(Pleurotus E
ryngii var. ferulae)を提供する。前記菌株は、２００９年１１月１７日付で韓国国立農
業科学院の農業遺伝子院センターに寄託された（受託番号：ＫＡＣＣ９３０８５Ｐ）。
第２様態として、本発明は、前記アギタケ(Pleurotus Eryngii var. ferulae)（寄託番号
：ＫＡＣＣ９３０８５Ｐ）菌株から形成されたアギタケ子実体を提供する。
【００１０】
　第３様態として、本発明は、培地製造段階、培地殺菌段階、種菌接種段階、培養段階、
菌、菌掻き段階、発茸段階および茸生育段階を含む、アギタケの栽培方法を提供する。
【００１１】
　ここに限定されていないが、（好ましくは、）前記培地は鋸屑と米糠が攪拌混合された
培地であることが好ましく、さらに（好ましくは）、前記培地の最終培地含水率は６８～
７０％であることが好ましい。
【００１２】
　また、ここに限定されていないが、（好ましくは、）前記培養段階は１７～２０日間１
７～１９℃で行われた後、次いで２２～２４℃で８～１０日間培養熟成させる段階を含む
。（好ましくは、）湿度は、前期培養の場合には６０～７０％、後期培養の場合には７０
～８０％で管理され、二酸化炭素濃度は、３０００ｐｐｍ以下で管理されること。（好ま
しくは、）照度も暗黒培養に維持され、培養期間は２５～３０日間であることが好ましい
。
【００１３】
　そして、ここに限定されていないが、（好ましくは、）前記発茸段階は、１４～１５℃
の温度で管理され、９０～９５％の湿度で３～５日間、後期発茸の場合には７０～８０％
で３～５日間管理されること。また、（好ましくは、）二酸化炭素濃度は１０００ｐｐｍ
以下で管理され、照度は昼にのみ電灯によって管理され、５～８日間逆立ち状態で管理さ
れることが好ましい。後期発茸で原基形成の後、幼茸に分化されて１ｃｍ程度育てば正立
状態に戻す。
【００１４】
　さらにここに限定されていないが、（好ましくは、）前記茸生育段階の生育適正温度は
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１１～１４℃に維持され、栽培容器の入口の表面に形成された幼茸の大きさを均一に同調
化するために、最初３日間は１１℃に維持されること。（好ましくは、）また湿度は７０
～９５％で管理して乾／湿の湿度交差を大きくすること。（好ましくは、）そして出芽を
確認後（芽出し確認の後には）正立状態に戻して５～８日間管理されることが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係るアギタケは、既存のアギタケとは異なる新菌株と判明されており、既存の
アギタケの栽培期間より短い期間内に栽培が可能であり、生長力にも優れる。また、本発
明に係るアギタケは、肉質、味および香りに優れるうえ、既存のアギタケに比べて形や大
きさなどの商品性にも優れた高品質のキノコであって、これを用いた食品産業および農業
の高付加価値の創出に非常に有用であると期待される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係るアギタケ(Pleurotus Eryngii var. ferulae)の子実体を撮った写真
である。
【図２】本発明に係るアギタケ(Pleurotus Eryngii var. ferulae)の子実体を撮った写真
である。
【図３】本発明に係るアギタケ(Pleurotus Eryngii var. ferulae)の子実体を撮った写真
である。
【図４】本発明に係るアギタケの傘の部分を示す写真である。
【図５】本発明に係るアギタケ(Pleurotus Eryngii var. ferulae)（ＫＡＣＣ９３０８５
Ｐ）の系統関係をＵＰＧＭＡ方法によって示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を実施例によってさらに詳しく説明する。（ところが）ただし、下記実施
例は本発明を例示するものに過ぎず、本発明の内容を限定するものではない。
【実施例】
【００１８】
　実施例１：アギタケの分離　
　（１）単胞子の分離
　本発明のために、農業会社法人（株）トルアチェ所有の菌株を使用し、落下法によって
アギタケの傘をペトリ皿に載せ、２４時間後に傘を除去し、しかる後に、ペトリ皿の上に
落ちたキノコの胞子を滅菌水によって適正濃度で希釈してジャガイモ寒天培地に塗抹する
。２５℃で１０日間培養した後、芽出した１次菌糸を楊枝によって分離する。それぞれの
１次菌糸はさらにジャガイモ寒天培地に接種する。接種されたジャガイモ寒天培地は、２
５℃で１４日間培養した後、それぞれの菌糸を一部分離して顕微鏡を通してクランプの有
無を確認し、クランプが見えない菌糸のみを１０％グリセロール溶液に入れて冷蔵保管し
ながら試験に使用した。
【００１９】
　（２）交配
　純粋分離されて冷蔵保管中にあるそれぞれのアギタケの単胞子（一核）菌糸をジャガイ
モ寒天培地に接種し、２５℃で１４日間培養した後、生育が良く且つ菌糸体量が多いもの
だけを選び出し、交配育種に使用した。選び出されたそれぞれの一核菌糸体、すなわちジ
ャガイモ寒天培地で育った菌糸体を１ｃｍ円形のサイズに切って単胞子（一核）菌糸と単
胞子（一核）菌糸をそれぞれ１つずつ新しいジャガイモ寒天培地に３ｃｍの間隔で接種す
る。接種されたジャガイモ寒天培地を２５℃の恒温器で２１～２８日間培養した後、菌糸
を分離して顕微鏡を通して観察することにより、クランプの形成された菌株を交配株とし
て確認した後、クランプ形成菌株を選び出す。
【００２０】
　（３）交配株の栽培試験
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　鋸屑：米糠を８：２の割合で混合して水分を６５％に調整し、８５０ｃｃの茸栽培用瓶
に５８０ｇずつ入れた後、２ｃｍの棒で中央、上部および底部を穿孔して１２１℃で６０
分間滅菌を行った。滅菌の後、２０℃に冷却した後、前記選び出された菌株を接種し、２
４℃の暗黒状態で３０日間培養した。培養完了の後、菌掻き作業を行った後、１４～１８
℃、湿度８０～９５％、照度１００～２００ｌｕｘで発茸および生育などの栽培試験を行
った。
【００２１】
　（４）新規アギタケの選出
　前記栽培試験で生育した子実体の傘の形、傘の色択、柄の太さ、柄の長さなどを調べる
ことにより、最も優れたもののみを選び出す。この際、培養および栽培日数が短く、数量
が多く、子実体の傘が雨傘形であり、肉質があまり堅くなく緻密なものを選び出す。
【００２２】
　前記試験で選び出された菌株をそのまま実用化してもよいが、選び出された菌株を再交
配して再び選び出してもよい。これはより市場価値の高いキノコを選び出すためである。
【００２３】
　（５）アギタケの形態的特性
　傘は、大きさが１５～１００ｍｍ、できれば２０～５０ｍｍが好ましい。初めは半球形
で、縁が内側に曲がっており、成熟すると半々球形、中高扁平形または扁平になる（。好
ましくは）が半球形が好ましい。表面は平滑で、唐皮模様の染みがある。幼茸のときには
褐灰色（５Ｄ２、ｂｒｏｗｎｉｓｈ ｇｒａｙ、Ｍｅｔｈｕｅｎ Ｈａｎｄｂｏｏｋ ｏｆ 
Ｃｏｌｏｒ）を呈し、成熟すると灰黄色（５Ｂ３、ｇｒａｙｉｓｈ ｏｒａｎｇｅ）を呈
する。湿ったときには吸湿性であるが、乾燥すると乾変色現象が起こる。組織は柔らかく
て弾力性のある肉質形であり、乳白色である。味は甘く、香りはサトウキビの香りに似て
いる。特に、噛むときにコリコリとした感触が非常に良い。
【００２４】
　襞は柄に垂生し、１５～３５×１～３ｍｍであり、４型で多少密である。初めは乳白色
であるが、成熟すると黄白色（４Ａ２、ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ ｗｈｉｔｅ）を呈する。襞
の先端は平滑である。
【００２５】
　柄は、大きさが５０～１５０×１５～３５ｍｍ、できれば１５～４０×７０～９０ｍｍ
の円筒形であることが好ましく、基部側が多少太いか膨大になっている。柄の表面は乳白
色を呈し、平滑である。柄の内部は充実している。柄は、縦方向には非常に堅く、横方向
には薄く裂かれている。
【００２６】
　胞子の色は白色である。胞子は、サイズ５～６×７～９μｍで円筒形である。
【００２７】
　担子器は、サイズ２４～３９×５～７μｍで長い棍棒状をし、大部分が４胞子型であり
、基部にクランプがある。
【００２８】
　縁シスチジアは、大きさが２５～３５×５～８μｍで、棍棒形、紡錘形、棍棒状紡錘形
であり、一般に頂端部には１～３つの尖った突起があり、細胞壁は薄く、無色である。
【００２９】
　側シスチジアはない。
【００３０】
　子実層の組織は、平行菌糸型ないし混線形で第１菌糸組織型であり、菌糸の隔膜にクラ
ンプがある。
【００３１】
　（６）アギタケの生理的特性
　１）寒天培地上における特徴：
　ＭＣＭ寒天培地を用いて２５℃で菌糸生長形態と菌叢を観察した。寒天培地のｐＨは６
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．０±０．２であり、９０×１５ｍｍのペトリ皿を使用した。その結果、恒温器で１２日
間培養したＭＣＭ寒天培地における菌叢の色択は表面および底部共に白色を呈し、形は表
面に気中菌糸が形成される浮上型であり、初期、中期培養の菌叢ではすべて同心円形であ
り、のちに直線形となる。
【００３２】
　２）菌糸生長最適温度：
　ジャガイモ寒天培地上で育った菌糸体を直径１０ｍｍのサイズに切った後、ＭＣＭ寒天
培地の正中央に接種し、温度別に培養した後、１２日後に生長した菌糸体の直径を測定し
たところ、最適の温度は２７℃付近であった。
【００３３】
　３）菌糸生長最適温度：
　菌糸生長に適した最適酸度を調べるために、グルコース－ペプトン－イーストエクスト
ラクト液体培地２５ｍＬをｐＨ４～７にそれぞれ調節した後、２５℃で１２日間静置培養
し、しかる後に、乾燥菌糸体の重量を測定したところ、菌糸生育最適酸度はｐＨ５．５付
近であった。
【００３４】
　実施例２：アギタケの同定
（１）ＩＴＳ地域の塩基配列の決定
　培養体からビードビーティング(bead beating)方法を用いてＤＮＡを抽出し、内部転写
されるＩＴＳ(Internal transcribed spacer)をＰＣＲ(polymerase chain reaction)増幅
するために、ＩＴＳ１（ＴＣＣＧＴＡＧＧＴＧＡＡＣＣＴＧＣＧＧ；配列番号１）／ＩＴ
Ｓ４（ＴＣＣＴＣＣＧＣＴＴＡＴＴＧＡＴＡＴＧＣ；配列番号２）のプライマーセットを
それぞれ用いて増幅した後、精製によって（株）Ｍａｃｒｏｇｅｎにシーケンシングを依
頼して塩基配列を決定した（配列番号３）。
【００３５】
　（２）遺伝的特性の分析
　塩基配列が決定された２つの遺伝子部分を修正して遺伝子銀行のＢＬＡＳＴサーチによ
って最も類似した菌株の塩基配列を得た後、さらに正確な遺伝的分析を試みた。
【００３６】
　Ｂｉｏ－ｅｄｉｔ（ＢｉｏＥｄｉｔ Ｓｅｑｕｅｎｃｅ Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ Ｅｄｉｔ
ｏｒ）を用いて全ての塩基配列を整列し、これに基づいてＭＥＧＡ（４．１）ｐｒｏｇｒ
ａｍを用いてＫｉｍｕｒａ ２－ｐａｒａｍｅｔｅｒで進化学的距離を計算し、ＵＰＧＭ
Ａ方法で分子進化学的関係を図４に示した。この際、ｂｏｏｔ－ｓｔｒａｐｐｉｎｇ値は
１０００とした。これに基づいてこれらの類似性および最終同定を行った。その結果、ヒ
ラタケ属のキノコ「Pleurotus Eryngii var. ferulae」と同定された。
【００３７】
　実施例３：アギタケの栽培
　１．培地調製
　培地材料は、鋸屑：米糠＝８：２（容積比、４０～５０ｇ／８５０ｃｃ瓶が標準）で混
合して使用した。攪拌混合することにより、最終培地含水率が６８～７０％となるように
調整した。
【００３８】
　２．充填
　培地の充填量は８５０ｃｃの空き瓶に４８０～５２０ｇ（内容量）となるように充填し
た。
３．殺菌
　高圧殺菌は、培地内の温度が１２０℃に達してから６０分間（有効殺菌時間）行い、殺
菌釜の温度を標準とする場合には９０分間（８５０ｃｃの瓶）行う。
【００３９】
　４．放冷
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　清潔な環境の下で培地温度が２０℃以下となるまで冷却した。
５．接種
種菌の接種量は１瓶当り１５ｃｃ程度を標準として接種した。
【００４０】
　６．培養管理
　温度は１８℃で２５日間管理し、これに続いて２３℃で８～１０日間培養熟成管理した
。湿度は、前期培養は６０～７０％、後期培養は７０～８０％で管理し、二酸化炭素濃度
は、３０００ｐｐｍ以下で管理した。照度は暗黒培養で管理し、培養期間は２５～３０日
間である。
【００４１】
　７．菌掻き
　（芽出し）出芽数を抑える目的で５～１５ｍｍ菌掻きを施した。
【００４２】
　８．発茸管理
　温度は１４～１５℃で管理し、前期発茸は９０～９５％の湿度で３～５日間、後期発茸
は７０～８０％の湿度で３～５日間管理した。二酸化炭素濃度は１０００ｐｐｍ以下で管
理し、照度は昼にのみ電灯によって管理した。５～８日間、逆立ち状態で管理した。後期
発茸で１ｃｍ程度の幼茸の原基が形成されると、直ちに逆立ち状態から正立状態に変えて
生育管理をした。
【００４３】
　９．生育管理
　栽培瓶の入口の表面に形成された幼茸の大きさを同調化するために、温度は１１～１２
℃で管理して１４℃以上には上がらないようにした。最初の３日間を１１℃で管理した。
湿度は７０～９５％で管理して乾／湿の湿度交差を大きくした。（芽出し確認の）出芽を
確認後、正立状態に戻して５～８日間管理した。正立状態に戻った直後には、生育初期に
低温管理によって除湿による湿度条件に注意して管理する。
【００４４】
　１０．収穫
　茸の傘が丸やかな半球形の形状が残っている状態で菌掻き後１５～１８日目に収穫した
。
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